










〔結論〕 

1)心大血管疾患の新生児期根治手術例の長期予後をみると,TAPVR では肺静脈閉塞,極小未

熟児 PDA では BPD,PDA では合併他臓器奇形が問題となったが,極小未熟児 PDA および PDA

手術例の長期予後は一般に良好であった。 

2)姑息手術例の長期予後は,他臓器奇形(特に先天性気道異常)合併例,無脾症候群が多く見

られた PAcVSD 群および根治手術として心房内血流転換術が行われた TGAⅡ群を除くと,一

般に長期予後は良好であった。 

3)新生児期心大血管手術後の身体的発育は,全般に乳児期にはかなりの遅れがみられるが,

その後の catch-up growth は良好で,3歳までには極小未熟児 PDA,PPA およびシャント群を

除き 25percentile 以上に達した。これら 3群においても 3歳までに 10percentile 以上に

達する catch-up growth がみられた。 


